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工業 爾寧 W 査 会の *» に 付され， 速やかに， 改正 又は SSit されます， 



曰 本 工業規格 



JIS 



自 動 一面かん な 盤の 構造の 安全 基準 B 66 01- 腿 

(1998 確認） 

Safety i>tanciarcis for し onstruction or iningle Surface Planers 

1. 適用 範囲 この 规格 は， 自動 一面かん な 盤 （以下， かんな 盤 (1) という。） の 安全 構造， 安全装置， 取扱説明書， 検 
查票 及び 表示に ついて 規定す る。 

注 ひ） JIS B 0114 (木材 加工 U 械の 名称に 関する 用語 J を 参照。 

2. 用語の 意味 この 規格で 用いる 主な 用語の 意味 は， 次に よる。 

( 1 ) かんな 胴 主軸に 力 ッ タへッ ドを取 り 付けた も の 又は 主軸 と カツ タへッ ドが 一体 と な つた もの。 

(2) チップ ブレーカ 工作物が 躍らない ように かんな 胴の 直前 （図 2 参照） で 工作物 を 押さえる と 同時に， 切削く 
ず を 外部に 誘導す る 装置。 

(3) プ レツ シャ バー 工作物が 躍らない ように かんな 胴の 直後 （図 2 参照） で 工作物 を 押さえる 装置。 

(4) 逆 走 回転す る 切削 工具な どに より， 工作物が 送りの 向きと は ほぼ 反対の 向きに 激しく 押し戻される 力、， 
又は 跳ね 飛ばされる 現象。 

(5) 有効 切削 幅 実際に 切削す る ことができる 最大 幅。 

3. 安全 構造 

3. 1 フレーム 及び ベッド フレーム 及びべ ッ ドは， 次に よ る 。 

(1) 確実， かつ 容易に 据え付ける ことができる 構造と する。 

(2) 使用で きる 最大かん な 刃 を 取 り 付けて 無 負荷で 最高 回転した と き， 過度の 振動 を 生 じない ものである こ と。 
3.2 かんな 胴 かんな 胴 は， 次に よる。 

(1) 丸 胴 及び 裏 刃の 材料 は， JIS G 4051 (機械 構造 用 炭素鋼 鋼材） の S 45 C 又は これと 同等 以上の 機械的 
性質 を もつ ものと し， 裏 刃 部の 先端 は 焼入れ， 焼 戻し， その他の 処理 を 施して 耐扉耗 性 を 高く する。 

(2) 角 胴の 材料 は， JIS G 4051 の S 35 C 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと し， 裏 刃 部の 先端 
は 焼入れ， 焼 戻 し， その他の 処理 を 施 し て 耐 摩耗 性 を 高く する。 

(3) つり 合い 良さ は， 2 面つ り 合わせと し， JIS B 0905 ( 回転機 器の つり 合い 良さ） に规定 する つり 合い 良さ 
の 等級 G 6.3 以上と する。 



引用 規格 ： J.IS B 0114 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語 
JIS B 0905 回転！ £ 器 のつ り 合い 良さ 
JIS B 4709 木工 機械 用 平かん な 刃 
JIS G 3101 一般 構造 用 圧延 鋼材 
JIS G 4051 機械 構造 用 炭素鋼 鋼材 
JIS G 5501 ねずみ 錄鉄品 

関連 規格 ： J.IS B 6502 かんな 盤の 試験 及び 検査 方法 
JIS B 6507 木材 加工 taiS 械の 安全 通則 
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3.3 かんな 刃の 取 付け 部分 かんな 刃の 取 付け 部分の 構造 は， 次に よる （図 1 参照)。 

(1) かんな 刃の 取 付け 部分 は， かんな 胴の 取 付け 溝 又は 刃 押さえの 断面 をく さび 形と する 方法な どに よ り， 遠心 
力で 刃が 飛び出す ことがない 構造と する。 

なお， JIS B 4709 (木工 機械 用 平かん な 刃） の A 形 を 用いる もの は， 少なくとも 両端 は 袋 穴の もので な 
ければ ならない。 

(2) JIS B 4709 の B 形の 刃 を 用いる ものの 裏 刃 は， その 先端が かんな 胴 外周 面から 2 mm 以上 出ない よ う 
に 取 り 付ける こと がで きる 構造と する。 

図 1 かんな 刃の 取 付け 部分 
(a) 丸 胴 形 



かんな 刃 




.TS'iin' 溝の 断面 をく 、ベび 形と する 方法 7] 押え 断面 をく さび 形と する 方法 

(b) 角 胴 形 

ポル 卜 
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A 形かん な 刃 



n 



備 考 図 は 一例 を 示す ものであって， 構造 を 定 する もので はない。 

3. 4 かんな 胴 固定 装置 かんな 刃 を 取り替える 際に 必要な 各位 置で， かんな 胴 を 固定す る ことができる 装置で ある 
こ と。 

3. 5 テーブル 又は かんな 胴 昇降 装置 加工 中テ— プル 又は かんな 胴が 振動， 衝摩 等に よ り 昇降し ない 構造 • 機構 

とする。 

3. 6 チ ッ ププレ 一力 及び プ レ ッ シ ャ バー チ ッ プ ブ レー 力 及び プ レツ シャ バ 一は， 次に よる （図 2 参照)。 

( 1 ) 材料 は， JIS G 5501 (ねずみ 銬 品） の FC 20 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと する。 

( 2 ) 工作物に よ つて 押 し 上げられ る 場合 又は 位置 を 調整す る 場仓で も ， かんな 刃に 接触す る おそれがない 構造 
とする。 

(3) 送材に 支障がない 範囲で 工作物が 躍らない よ う に 十分な 圧力 を 加える こ と がで きる も ので ある こ と。 
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3. 7 送り ロール 送り ロール は， 次に よる （図 2 参照)。 

( 1 ) 材料 は ， JIS G 3101 (一般 構造 用 圧延 鋼材） の SS 41 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと す 
る。 分割 式 送り ロールの 材料 は， JIS G 5501 の FC20 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと 
する。 ただし， 工作物に きず をつ ける おそれが ある 場合， ロールの 表面に 摩擦 係数の 大きい 被！? 材を 用いて 
もよ い。 

(2) 上部 送 り ロール は， かんな 胴の 前後に 少な くと も 1 本ず つ 備え， 十分な 圧力 を 加える ことができる も ので あ 
る こと。 

(3) ロールの 長さ は， かんな 胴の 長さと ほぼ 等しい ものである こと。 

図 2 チップ ブレーカ， プ レツ シャ パー 及び 送り ロール 




備 考 図 は 一例 を 示す ものであって， 構造 を 規定す る もので はない。 

3. 8 上部 送リ ロールの 覆い 送材に 必要な 部分 以外が 覆われ， 手が ロールに 巻き込まれる おそれが ないよう に い 
の 前面 と 送り 込み 側 の ロールとの 距離が 十分 保 たれて いるもの でなければ な ら な 1^ 、0 

3.9 覆 い プーリ， ベルト， 齿車 などの 回転 部分 は， 回転 中 接触に よる 危険のお それが ある 筒 所に S い を 備えて 
いなければ ならない。 

3. 10 動力 遮断 装置 動力 遮断 装置 は， 次に よる。 

(1) 作: K おが その 作: なほれ る こ となく 容易に 操作で きる 位置に 備えられ ている こと。 

(2) 容易に 操作が できる もので， 接触， 振動な どに より 不意に 始動す るお それがない ものである こと。 

3. 11 制動 装置 かんな 盤 は 動力 を 遮断した 際に， かんな 胴の 惰性 回転 を 停止させる 制動 装 ほ を 備えて いなければ 
ならない。 

3.12 過大 切削 防止 かんな 盤 は， その 機械に 許される 削り 代 を 超えて 切削す る ことができない 構造 又は 梭構を も 
つものと する。 

3.13 削 リ く ずの 排出 かんな 盤 は， 削 り く ず 排出 ガイ ド 又は 集 じん 用 フー ドを 俯え ていなければ ならない。 

4. 安全装置 かんな 盤 は， 安全装置 として 工作物の 逆 走 又は 過 走 を 防止す る ことができる 機能 又は 装置 を 備えて い 
なければ ならない。 

5. 取扱説明書 かんな 盤に は， 取扱説明書 を 添付し， 形式 • 仕様 • 構造 • 工具 • 操作 • 保全 • 点検 • 整備 • 据え 付 

け • その他 安全 上の 留意 事項な ど， 安全 確保に 必要な 事項に ついて 記載す る。 

6. 検査 票 かんな 盤に は， 安全に 関する 検査 票 （検査 項目と その 結果） を 添付す る。 
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7. 表示 かんな 維に は， 見やす い 箇所に 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示す る。 

(1) 製造業 者 名 

(2) 製造 年月 及び 製造番号 

(3) 形 式 

(4) 定格 出力 又は 定格 電流 

(5) 定格 電圧 

(6) 主軸の 無 負荷 回転 速度 （変速機 構 を もっかんな 盤で は， 変速の 段階に 応じた 無 負荷 回転 速度） 

(7) 送り 速度 （変速機 構 を もっかんな 盤で は， 変速の 段階に 応じた 送り 速度） 

(8) かんな 胴の 長さ 及び 有効 切削 幅 



JIS 規格- の 正^-;?;! -が 発行され た 場合 は， 下記の 要領で ご 案内いた します。 

( 1 ) 当協会％行の月刊>；^"^準化ジ ヤー ナル" に， 正' S 呉の 內容を いたします。 

(2) 毎月 第 3 火 ョに. "日经 産 义新閣 "及び" ョ刊ェ 紫 新 M" の 行の 広告 tsa で. 正 3g 票が 

発行され た JIS 規格 番号 及び 規格 名称 をお 知らせい たします。 
正 溪累を ご 希 きんの 方 は， 下記 （普及） へ ご 連 1^11 ければ ご 送付いた します。 

なお， 当 t& 会の J1S 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正 »1 票が 発行され た 場合 は 自動的に 

お送り 致します。 
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